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１．はじめに 

今福線とは広島と浜田を結ぶ鉄道として，戦前と戦

後の 2 度にわたって建設されながらも，途中で工事が

中止された未成線で，橋梁やトンネルなどの遺構が浜

田市内に点在している．そのうち戦前（旧線）に建設さ

れた 7 橋のコンクリートアーチ橋が，平成 20（2008）

年に土木学会選奨土木遺産に認定されたことをきっか

けに，島根県技術士会をはじめ，沿線の自治会，浜田市

等が積極的な保存活用に向けた活動を展開してきた 1)． 

今福線は未成線であるがゆえに，浜田市が所有して

いる戦後（新線）の一部の図面を除き，関連する資料は

ほとんど残っていない．したがって，島根県技術士会の

活動は，どこに何が残っているのか明らかにすること

から始まった．今ではその全貌が明らかになり，「幻の

広浜鉄道 今福線マップ」2)にまとめている（全 6 ページ

のうち，4 ページを後半に縮小して掲載した）．旧線の

遺構は築造から 80 年以上，新線ですら間もなく 50 年

を迎えようとしているが，これらの遺構を地域資産と

して活用していくにあたっては，現状を把握したうえ

で継続的な維持管理を行っていく必要がある．しかし

ながら，前述したように図面すらないのが実情である

ため，現地計測を行い，図面を作成するとともに建設当

時の技術を明らかにし，その記録保存を行っている． 

２．現地計測と図面の作成 

平成 26（2014）年度より実施してきた現地計測の状

況を表-1 に示す．令和 2（2020）年度は図-1 に示す旧

線のアーチ橋 3 ヶ所とトンネル１ヶ所の現地計測を 11

月 7 日に行い（写真-1），図面を作成した．これにより

選奨土木遺産に認定された 7 橋のうち，5 橋の図面が揃

ったことになる．図-2に今福第六トンネル，図-3に今

福線一番の見どころで新線と旧線の交差部に位置する

最大のアーチ橋の計測図を示す．なお，RC レーダー計

測の結果，アーチ橋は「おろち泣き橋」と同様に無筋で

あることが

判明した． 
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表-1 現地計測の状況 

年度 
新 
旧 

名  称 外形寸法 
RC 

ﾚｰﾀﾞｰ 
ｼｭﾐｯﾄ 
ﾊﾝﾏｰ

H26 旧 下府橋梁(撤去) 一般図･配筋 ○ 

H27 新 第一下府川･第二下府川橋梁 幅員 

H28 
旧 4 連アーチ橋(今福第四トンネル手前) 橋長･幅員 ○ 

旧 今福第四トンネル 延長･断面 ○ 

H29 旧 「おろち泣き橋」(4 連アーチ橋) 橋長･幅員 ○ ○ 

H30 
新 寺廻・白角・御神本橋梁 幅員 
新 下長屋･丸原･御神本トンネル 断面 

R1 新 下長屋トンネル 延長･断面 ○ 

R2 

旧 新旧交差部より今福側アーチ橋 1 番目 橋長･幅員※ ○ ○ 

旧 新旧交差部より今福側アーチ橋 2 番目 橋長･幅員※ 
旧 新旧交差部より今福側アーチ橋 3 番目 橋長･幅員 ○ 

旧 今福第六トンネル 延長･断面 
※ 脚高が高いため径間長の計測が未実施 写真-1 現地計測の様子 
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３．おわりに 

今回計測したアーチ橋のうち，2 橋は脚高が高く，径

間長の実測ができなかった．このような場合，3D レー

ザースキャナ計測が適しているが，活動資金が限られ

ている本活動においては，予算的に厳しいものがある．

また，旧線にはアーチ橋以外にも鋼 PG が架設される予

定であった橋脚が，河川内に複数箇所現存しており，レ

ーザー計測の適用と図面の作成が必要であろう． 

今福線に関する調査研究は，当初の全貌把握から計

測と図面の作成，建設経緯や技術の解明，そして今後の

点検・維持管理・補修方法の確立へと展開してきている．

さらに本年 11 月 13～14 日には，延期されていた「全国

未成線サミット」が浜田市で開催される予定である．地

域と産官学の連携によるさらなる活動が期待される． 

 

謝辞 

本研究は，令和 2 年度土木学会中国支部調査研究活

動助成制度（Ｂ）を受けて，島根県技術士会今福線研究

分科会と共同で実施したものである． 

 

参考文献 

1) 広浜鉄道・今福線の保存活用にむけた調査研究，樋

口輝久・和田 浩・永田裕司・嘉藤太史・河野靖彦・

大畑富紀，第 71 回土木学会中国支部研究発表会発

表概要集，pp.287-290，2019. 
2) https://peshimane.net/wp/wp-content/themes/aspe/images/ 

maps_pictures/imafuku/150924imafuku_map_S.pdf 

図-3 今福線旧線 4 連アーチ橋（1 番目）の現地計測図 

図-2 今福第六トンネルの現地計測

 

図-1 令和 2 年度の現地計測の位置図 
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